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令和５年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 

 
ふ   り   が   な    さんかんぶでDXすいしん ていきどうしゅうかいえいせいをかつようしたいんたーねっとつうしん 

1．事業(施策)の名称 
山間部でDX推進！ 

～低軌道周回衛星を活用したインターネット通信～ 

2．事業(施策)実施期間  令和５年３月１３日 

3．事 業 費 (工 事 費 )     -  百万円 

4．キーワード 砂防事業、山間地、衛星コンステレーション、遠隔臨場、DX推進 

5．事業概要 

近年、中・低軌道に打ち上げた多数の小型非静止衛星を連携させて一体的に運用する「衛星コンステレーション」が

構築されています。当事務所の多くの工事現場は、山間部で通信電波が届かない場所にあることから、衛星コンステ

レーションの活用により、通信環境を構築しました。 

 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 
 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ｂ）行政と企業との共働 

（f）インフラの運用・操作等の工夫 

（ｇ）新しい建設技術の導入・活用 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 
 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ｂ）従来技術と比較した際のコスト削減 

（ｋ）ＩＣＴ活用可能環境構築による効率化 

（ｌ）不感地帯解消による緊急連絡の確保 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

 国土交通省では初の試みとなる衛星コンステレーションを活用したインターネットサービスによる実証実験を実施

し、通信不感地帯においても遠隔臨場やUAV映像のリアルタイム配信を行うことが出来た。 

衛星コンステレーションの活用により、携帯電波の届かない山間部の工事現場で通信環境を構築し、遠隔臨場や台風

による被災状況調査等で活用している。 

これにより、インフラDXなどの働き方改革に寄与することが可能となった。 
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8．事業を代表する写真及びキャプション 

    

 

 

9．事業内容・添付資料 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生受信アンテナ 

受信した衛星通信を利用したWeb会議 

UAV搭載カメラからの映像を

Web会議システムを介して配信

映像受信者から確認箇所の

指示を受けてUAVを操作

UAV搭載カメラからの映像
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9．事業内容・添付資料 

 
 

 

 

 


